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あい さ 'つ

このたび福岡市立歴史資料館から，年報第3号を刊行することになりました。本年報は49年

度における展示活動をはじめ各種の業務や諸般の活動の歩みを記録するものでありますが，今

後の運営の指針あるいは反省の材料ともなる性格をも，併せもっております。

3年目をむかえます当館も，牛歩の歩みながら些少の進展があるように，本年報を一読して

感ぜ、られますが，これもひとえに，市民各位をはじめ研究者各位の，御指導御援助の賜物と常

日頃深く感謝いたしております。今後とも倍旧の御協力と御鞭韓をお願い申し上げます。

昭和 50年 8月 1 日

教育長古村澄

福岡市立歴史資料館の発足以来，約3か年の日子をむかえようとしております。今回の年報

第3号は第2号にひきつづき， 49年度における各種の館運営業務の経過を記録したもので，当

館の研究報告書・収蔵品図録などとともに，併せて研究施設の重要な刊行物であります。

昨年も申し上げたことですが，歴史の浅L、小規模な当館の歩みも，市民のみなさまをはじめ

研究者各位の温かい御指導によることが多く，常々感謝致しておりますが，今後も個性豊か

な資料館となす所存ですので，さらにもましての御指導御援助をお願い申し上げます。

昭和 50年 8月 1 日

館長三島 格
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49年度業務概要

事業概要

常設展関係資料の入れ替え・補充(6室)

企画展 1 重要文化財東光院仏像展 3月16日-5月1日 入場者7288人

2 県無形文化財博多祇園山笠展 7月2日-16日

3 元冠七百年展 10月10日一11月10日 入場者8323人(し、ずれも別項参照)

調査研究 1 野村望東尼関係資料の仮目録作製に伴う予備調査

2 二川相近遺墨遺稿目録作製の予備調査

3 展示基調資料の調査一熊本・島原・北九州・佐賀・大分地方

4 今津湾周辺弥生遺跡の研究(継続)

普及活動資料の作製および刊行

1 I山崎文書目録」資料館研究報告書第2集

2 資料館「年報」第2号 (48.4 -49. 3) 

3 I収蔵品図録」但し収納函のみ

4 I金印粟」の作製

5 各企画展の目録作製

資料購入表示のごとき考古・書跡資料を購入した。

番号 種 7.J1j 名 称 数量

1 考古資料 縄文式土器 2 

2 。 縄文時代石器 12 

3 !/ 弥生式製塩用土器 1 

4 !/ 経 筒 1 

5 書 跡 絵図(元禄12年) 2 

6 !/ 什(伝器立花実目山録) 1 

7 考古資料 銅 文 1 

8 !/ 銅 文 鋳 型 1 

9 λy 瓦 経 16 

摘 要

長別項崎参県照筏遺(跡以、下出土同)

全上遺跡出土

長崎県三軒屋貝塚出土

市内西区西油山出土

那珂郡の山川・海岸などの形相
図

茶道史研究資料

先秦時代の参考資料

市内東区八回附近出土

市内西区綬浜愛宕山出土

資料複元縄文式深鉢形土器4点・陶質碗形土器3点を復元補強した。

複製品製作下記の複製品を製作した。

1 木器一石斧柄・万子柄・鉄斧柄・盆

2 石製品一銅文鋳型・曲玉鋳型

3 骨製品一鹿骨普

4 ガラス製品一曲玉

1 



模型製作 1 弥生時代中・後期の墳墓(宝満尾遺跡)

2 弥生時代中期の竪穴住居(宝台遺跡)

3 石庖丁使用状況

スライド製作 1 マルチスクリーンディスフレイ装置用(福岡の地形と古代遺跡・板付遺跡

・宝満尾遺跡・相原古墳群・筑前万葉歌碑めぐり

2 資料館広報用として「赤レンガの歴史資料館一博多・福岡のあしあ勾

1巻。

日誌抄

49. 5. 28 黒田家・文化庁などの許可を得て複製した金印を 2階3号室に展示。

50. 1. 28 防火・救助訓練を中央消防署の指導により実施。自衛消防団大いに活躍。

2. 4 いっともるガス灯(毎日・ 10.19)市民おなじみのガス灯やっと点火。オイル

ショック以来4カ月ぶり。

施設管理業務の概要

1.施設・設備の整備

2 

(1)指 定

49. 9. 21 

(2) 加 工

49. 12. 7 

(3) 修 理

49. 6. 30 

7. 2 

8. 28 

11. 4 

11. 12 

11. 30 

12. 26 

50. 2. 28 

3. 8 

I・博物館法第29条に基づく「博物館相当施設」の指定を受く。

-展示室カーテン防災 178m' 木原工業側

-紙本著色博多山笠扉風補修 6曲半双 合屋翠雲堂

・ガス湯沸器点検調整補修 l台 細山熱器側福岡営業所

・照明器具，電気配線補修1式 (附島田電気商会

・展示室壁クロス張り替え補修 木原工業側

・ガス湯沸器給水管架設補修 1式 細山熱器附福岡営業所

・重要文化財旧日本生命保険株式会社九州支庖修埋記銅板補修 1式，糊多

奈加看板

・ペンキ塗装替え 148m'，タイル張替え1.5m'，換気筒モルタル塗装替え 1

式， r留析1式，パリカー 1式補修附板谷建設
・湿式複写機分解補修 1式 大西商事(附

.マルチスクリーンディスプレイ装置用スライドプロジェクタ一分解補修

5台附エルモ社九州営業所

3. 12 ・煙感知器，配線補修 1式 日本信号制九州営業所



3. 18 

3. 20 

(4) 備 ロCIロ

49. 4. 5 

6. 28 

7. 15 

10. 8 

12. 24 

50. 2. 18 

2. 18 

2. 21 

-照明器具，電気配線補修 1式附島田電気商会

・写真撮影用ストロボ分解補修 1台 中原カメラ

-寄贈，交換図書用書庫(ヵーラス戸付) 1台

・館長室応接台用テーフルセンター (30cmx 75) 1枚

・図書資料室用壁掛け型クーラー(三菱SRK-187 J) 

・受付用預品保管庫 1台

FC印画乾燥機(4切PD-S型 575mmx 365 x 420) 

・学芸資料用書庫 1台

・学芸什器用キャビネット 1台

・写真用レンズ(ニコン マイクロニッコールPオート 55mmF 3.5， M2リ

ング付 1i同

2. 21 ・ストップウオッチ(スイス製エキセルショアパークl{固

2. 21 ・拡大鏡 1個

(5)借上

49. 4. 1 ~・洋物植木鉢(玄関ロビー，展示室，階段室，館長室，事務室) 延 192鉢

50. 3. 31 胸中村園芸場

49. 7. 1 ~ 
・資料収集用自動車延 204台西ビルタクシー側

50. 3. 31 

2 .施設運営業務の委託

49. 4. 1 ~ 
・東光院仏像展特別夜間警備業務制シンコ-

4. 30 

49. 4. 1 ~・受付応接業務 ・展示室警視業務 ・空調，冷，暖房機操作等保守業務

50. 3. 31 ・清掃業務 ・夜間警備業務制シンコー

3.設備保守点検業務の委託

49. 4. 1 ~ 
・自家用電気工作物設備 財団法人九州電気保安協会

50. 3. 31 

49. 4. 1 ~ 
・構内電話交換および付属設備 富士通興側九州通信営業所

50. 3. 31 

49. 4. 1 ~ 
・自動火災報知設備 日本信号制九州営業所

50. 3. 31 

49. 4. 1 ~ 
・収蔵庫空気調和設備 九州新菱冷熱側

50. 3. 31 

3 



49. 4. 1 ~ 
・冷房設備九州日立冷機側

50. 3. 31 

49. 11. 1 ~ 
・暖房設備制巴商会福岡営業所

50. 3. 31 

4.施設職員の研修

4 

名 称 期 日 4z=ふz 場 参 加 者

九州博物館協議会総会
49 

九州歴史資料館ほか 三島，楢崎，下1条5. 16~17 

日本博物館協会第7回 6. 11~13 宮崎県総合博物館 下1条
学芸職員(歴史部門)研修会

防火管理者資格講習会 6. 13~14 農協会館 楢崎

上級管理者研修 7. 3 福11百lヒ'ル 三島

日本博物館協会第4回庶務主任者研修会 8. 6 ~ 7 野口英世記念会館 楢崎

九州博物館協議会学芸，事務職員研修会 10. 15~ 16 長崎県立美術博物館 下1除，楢崎

危険物取扱講習会 10. 27 消防局 西村

F〆 11. 10 福岡大学 西村

監督者研修 11. 25~29 市職員研修所 石橋

学芸員講習会 12. 6~19 国立社会教育研修所 f~条

防火教育講習会
50 
1. 7 市立歴史資料館 全職員

接遇指導者養成研修 1. 20~24 市職員研修所 石橋

2級ボイラー技師受験講習会 3. 18~20 商工会議所 西村

L一一一一一一一一一一

5 .消防総合訓練

当該施設は，国指定の重要文化財(昭和44年3月12日 文部省告示第36号)であるから，

特に，防災態勢には万全を期してL、る。

50. 1. 28 ・歴史資料館自衛消防隊，消防局天神分署，工作救助隊の合同による火災発

生通報，消火，避難(入館者誘導，重要資料搬出)，救出の総合訓練実施



O 資 料館の活動

(1) 展観活動

A. .. ，、 a

縄文時代石総類(山崎純男氏出品〕

弥生式土器(山崎純男氏出品)

五島山古噴出土
鋭， i洞鍬，玉類(中村ナミ氏IJI品)

常設展示の紹介

福岡市やその周辺から出土した考古遺物

を主に使って，古代から中世までの海外文

化交流と郷土史を展示。

第 1展示室 この室には先土器・縄文・弥
生時代の一部を展示してし、る。先土器時代は，

福岡市蒲田，諸岡，朝倉地方の細石器を主

に，縄文時代は市内の元岡，飛櫛貝塚さら

に熊本や宮崎県の資料を展示。釣針，岩

偶，玉類，石斧，石織など。弥生時代は鏡，

剣，矛，刀などの青銅器，鉄器にみる中国，

朝鮮との交流を中心にすえ，それに初期稲

作文化を物語る石庖丁，石斧， 鯨 ，鋤(複

製品)を配列している。中央には遺跡分布

模型を置いている。

第 2展示室 縄文一弥生時代の土器を編
年に沿って配列し，土器の変選や，弥生式

土器の器種の分化などに留意して展示。市

内出土品を主にしているが，一部熊本(縄

文式土器)出土品で補完。

第 3展示室 弥生時代の代表的墓地であ

る金隈，宮の前の両遺跡を模型にし，遺跡

全体をみて共同の墓から権力者の墓への移

りかわりがわかるよ うにした。また石斧の

専業的製作担1:として名高い今山遺跡の未製
石斧を製作工程順に並べ，それに出土分布

図をつけている。金印， 貝塚，玉飾品など

も展示。

第 4展示室 郷土の先学として，江戸時

代以来の郷土の著名な歴史，地理，風俗，

考古学者の業績をパネルで紹介。それらに

は，貝原益軒，亀井南冥，青柳種信，望東

禅尼， 中山平次郎等がある。

第 5展示室 スライドスクリーンを 5台
並べ， スライドと音楽とアナウンスとで郷

土の歴史を知る室で，年 1回とりかえを行

なう。 49年度は板付遺跡，宝満尾遺跡，相
原古墳群，筑前万葉歌碑を紹介』している。

第 6展示室 古墳時代から奈良，平安時
代を経て中世の陶磁球を展示している。古墳

時は老司古墳の出土造物 (鏡，玉，土師器

台，土師器盤〉五島山古墳 (二神二獣鏡，

銅鍬)， 丸隈山古墳 (鏡)， 下山門遺跡

(滑石製模造品〉の出土品を展示。太宰府

と鴻服館(奈良~平安時代〉は古瓦と宋人

の来泊を物語る刻銘ある硯などを配し，最

後に日唐，日宋貿易の輸入品である中国の

青白磁を陳列。

5 



展画A 
iι 

本館が所蔵する，初代三苫主悼の筆になる「紙本著色博多山笠扉風図絵J (天明 8年1788，

6曲一双を中心に，博多山笠の研究資料として重要な，県指定文化財 「博多津

「松|牒子山笠記録J (同) ・「山笠記J (同)，山崎藤四郎著 「松山

・三宅酒壷洞編「博多山笠年表J (同〉 ・「山笠当番町附」

博多祇園山笠展

寛政元年1789)

(櫛田神社蔵)要録」

(同〉遺事(三宅安太郎氏蔵)

(博多祇園山笠振興会刊〉等を 6号室に展示した。

入館者には，博多祇園山笠の略解 ・山笠絵師三苫家の紹介 ・山笠掲題一覧表 ・展示の参考文

献の解題を内容とする 4ページの解説目録を無料頒布した。

落石栄吉著「博多祇園山笠史談」

会期は7月2日→16日 (月曜休館〉であり，市中は山笠気分横溢の時にあたっていたので，

多数の入館者があり，盛況裡に終始することができた。

元定七百年展

開催年が文永の役からちょうど 700年にあたるところから，学術資料による首題の企画展を

おこなった。主な展示物は，蒙古の国書(写真〕 ・蒙古襲来絵詞模本 3種 ・異国警固番役覆勘

状7種 ・八幡大菩薩愚童訓 ・)j巴前国守護北条定宗書下し ・熊野権現勧請案文 ・今津石築地裏手

出土の陶質土器等であった。

入観者には各種写真5枚を含む，元在の概説 ・展示品解説 ・関係文献抄録 ・関係年表抄録等

を収めた 8ページの解説目録を無料頒布した。

本企画展は九州大学をはじめ，九州各県，市の教育委員会 ・公立博物館 ・同図書館 ・神社 ・

個人所有者の幅広い協力により，高度にして充実したものとして，一般観覧者に与えた影響も

きわめて有さることながら，学者 ・教師 ・特殊研究家に与えた感銘が大きかった点において，
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意義なものであった。

九州大学附属図書館出品蒙古襲来絵詞(模本)
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(2) 収集資料の紹介

a 購入資料

1 縄文式土器

長崎県南高来郡筏遺跡出土。縄文時代後

期深鉢形土器。高さ28，5cm・口径32cm。

2 石器

長崎県南高来郡筏遺跡出土。十字形石器

・石斧 ・円形石器 ・石錘 ・凹石など。

3 弥生式製塩用土器
7 銅文 A 

長崎県南高来郡口ノ津11IJ三軒屋貝塚出土。 出土地不間。中国先秦時代の型式。長さ

19，5cm。
弥生時代後期と考えられる。九州、|では類例

の少ない弥生時代製塩士総である。高さ18cm
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5 古地図(元録12年 2帖

(1)元録十二年正月八日博多札之辻ヨリ井

相田村前辿日田往還形相 34 x 433cm。

(2)タ11七月十九日象石ノ 111条ヨリ塩買 /11街主

御境改直ス形1;1~1 34 x 583cll1。

6 什器目録 (伝立花実111)1 1m 

立花家のイ|器目録。筆者は立花実山とみ

られる。14葉。表紙・末紙を欠く 。27x 20cm。

3 cm。

... 9 瓦経 16点

福岡市西区姪浜愛宕山

出土。 c参考文献〕石田
茂作 ・高野孤鹿『筑前愛

宕山瓦経の研究~ 1974号

雄山閣
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野村望東尼関係資料

東京都の野村肇一氏から，

1 

28日に前田本館に寄贈うけたもの

の残部を，今回一括して 350点追

加寄贈されたもので，姫島からの

書簡類 ・尼没後の関係各方面から

の顕彰歌 ・教科書等であるが，前

る。

記書簡類は極めて重要なものであ

博多金判，銀判2 

櫛田神社から遷座記念の模造品各 1点の寄贈をうけた。これらの貨幣については津田元顧 ・

-山崎藤四郎の著 「石城遺文」等に見えていて，経済資料として有用元貫父子の著 「石版志」

である。

銅文(福岡市西区西入部丸隈遺跡出土〉3 

1963年 7月発見。復元長40crnほどの中広銅支である。茎に眉 ・眼・鼻の人面を浮彫りしてあ

る 。 弥生時代後期とみられる。 現長28 ， 2 crn ・ 関部現長11 ， 3 crn ・ 身幅復元長5 ， 2~6 ， 5cm。

能古窯跡のカラー写真資料 1点4 

福岡城多聞櫓スライド資料11点5 

複製資料C 

関係各位 ・各機関の協力を得て下記資料の

複製品を製作した。

木木製石斧柄 (福岡市博多区板付出土〕

木製鉄

銅鉾

製万子柄(福岡市西区下山門出土)

斧柄 ・木製盆(福岡市西区鶴町出土)

鋳型(福岡市博多区板付出土) 勾玉鋳型(

鹿骨製審(福岡県

宗像郡玄海町鐘l崎出土〉ガラス製勾玉(春日

8 

福岡市南区弥永原出土〉

市須玖出土)



d 模型資料

下記の模型を作製した

l 福州市|専多区宝f~l\j尾追跡 弥

生時代に|コ・後期j墓地

2 福岡市西区宝台遺跡仰と1".時

代中則竪穴住居復元模型

3 石庖丁使用状況復元模型

(3) 普及活動

O研究報告書II r山崎文書目録」

本館所蔵にかかる福|耐市東区箱Ii崎網屋立筋の山111奇万盟(-J:C;寄贈の箱 11崎浦庄屋の文書 181点の目録

であって，天正 4年(1576)の「守護役田尻弾正」宛箱Ii時間弁指の文書の寛文 9年(1669)写

を最古とし，水手役銭納 ・近隣浦々との漁場紛争など，幕末から明治期にかけての漁村の実態

が知られる貴重資料を含んでいる。1974年6月25日干IJ。

0歴史資料館年報必 2(昭和48年度)

B 5版， 18ページ 9月30日刊行

昭和48年度の資料館活動の報告

9 



O国宝金印ブックしおり

表に金印カラー写真，裏に説明を，iGしたしおり， 10月より人館者に配付。

O赤レンガの歴史資料館

歴史資料館紹介のためのスライドと録音テープ o

福岡市立歴史資料館協議会

委員名簿(五十音順〕

氏 名 郵便番号 現 f主 所 役 職 名

井上 忠 〒 814 福Iif.j市阿|反西新1r目12-8 福岡大学文学部教綬

岡崎 数 〒 813 fi~iI刈市東区御幸町合同宿舎 RC 7-14 九州大学文学i布教授

鏡山 猛 干 816 福Iir1J県春日市春日1533-28 九州歴史資料館長

JII 添 H行二 干 811-23 情!日]県粕屋郡粕屋11げ仲原新町 九州大学文学部助教授

児島倣三 〒 812 福岡市東区箱崎3nl9番51号
栴|判県立品等学校社会科研'究会
!健史部会代炎(修献館高校教諭)

谷仁1鉄材i干 818-01 桁¥1刈県筑紫郡太宰府IIIJ白川 1-27 九州大学文学部名手宇教J受

田村園澄 〒 811-32 福|吋県宗像郡福間lor東福間団地A358 九州|大学文学部教佼

筑紫 豊 干 812 指|刈市東区箱崎1丁目20番23号 編|吋県文化財専門委員

平任l 寛 干 811-34 福li(;J県宗像ml宗像町日の里51'目 3の35 九州大学文学部助教授

平林 盛5包子ー 干 813 rW， 1吋 rlj~l: 1メ;喬 11:ヶ丘 6T 目 25 福岡市立中(大学波校養社護会学科校研教究E会
歴史部長 頭)

藤井 功 干 818-01 福岡県筑紫郡太宰府IIIJ都府楼団地212 福岡県教育庁文化課課長

三宅安太郎 干 812 福|判市I宇多区大博町8-30 福岡県文化財専門委員

森 貞次郎 干 812 福岡市東区笛怯2r日29番25号 九州産業大学教養部教授

安河内相l好 干 814 偏|崎市西区飯倉163
福岡市立小学校社会科研究会
代表(長尾小学校校長)

八尋有l泉 干 812 福10川市東区箱崎6T日12番15-520号 縞両県立九州歴史資料館

」
学芸一課技術主査

開催状況

49. 6. 26 ・昭和49年度事業実施計画 r福岡県指定無形文化財博多祇園山笠展」開催

計画 r元在七百年展」開催企画について諮問，協議

10 

8. 1 ・「元在七百年展」開催計画，昭和50年度事業企画について諮問，協議

50. 2. 14 ・委員の任期満了に伴う全委員の再任委嘱について報告。委員長，副委員長

の選出，実物資料購入計画，実物資料鑑定評価委員の推薦について諮問，

協議

3. 28 ・昭和49年度実施事業の経過報告および昭和50年度事業，予算について説明，

協議



昭和 49年度予算一覧

費業事費理管事項別

目

酬

複製品原図作成，資料複製，
資料台帳幣.f!f!.作成，資料実測作
業補助

資料複製，ハネル製作指導，

資料寄贈謝礼原縞，鑑定委員

謝礼

855，000 

資料館協議会委員150，000 

金

制t

賃

418，000 '伎償報

資料寄贈寄託交紘!複製品の検分
資料運搬，各地博物館調査
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363，000 11本博物館大会
学三員講宵

P，R用しおり，一般・h務m品
新Il[J雑誌，消歳用薬品

134，000 fを旅

2，010，000 396，000 印刷ilH毛l汗，'/;ii

ガス，水道，燃料屯気，2，519，000 'll( ~( 熱光

複製品，ハネル製作指導会議用40，000 資料館協議会，来客用
資料借用交渉
IlJ~'J~ ケースガラス，照明滅具
ilt川資料等修理

電話，郵便料
火災，対人，対物保険料

90，000 抑止食

400，000 平}紙修

l司録，館綴送付，連絡用切手代，
筆耕翻訳料

274，000 412，000 'll( 務{党

復製品，ハネル展示用具製作，
スライド製作

5，540，000 空調保守，讐備，受付\ii~'M，
電気，電話機，冷暖房保守

8，615，000 料ii{ 委

I!~/J; ・寄託・調査資料，購入資
料運搬用

300，000 自動車{昔上料

展示資料借上，会議場{昔上350，000 
資料館協議会会場{昔上料

植木借上料
155，000 料煩{昔

展示資料の購入，資料室クーラ
ー，図書，図書ケース

日本博物館協会負担金
九州博物館協議会負担金
九州博物館大会負担金

2，850，000 図書32，000 備品購入費

57，000 負但金補助及び
交付金

11 

25，960，000 13，057，000 12，903，000 d十



入館者の動向(昭和49.4. 1 ~昭和50. 3. 31) 

表1 入館者統計

個人入館者

団 体 人 館 者 総，11
般 AfM時h 生

男 女 中 高 大 般 小学校 中学校 高等学校 大 学

49年4月 1，614 1，235 223 178 128 213 f'!l1>1 152 間体 ['H体
20 
.ijf.ヰ

3，763 
5月 777 334 108 113 55 154 18 356 3 301 13 34 11 11 11 10 2，253 

67 月月 642 336 299 
113 62 106 17 231 3 86 1 2 5914 53 3 218 2，205 

800 432 255 214 76 171 15 255 1 6 90 2 35 2，328 
8月 612 419 339 300 135 235 15 160 3 6014 5714 276 2，593 

190 月月
510 226 105 85 54 152 10 294 1 9 1，435 
1，995 776 314 232 142 259 17 689 19 48013 815 12 45011 70 6，222 

11月 861 380 175 129 90 127 9 495 7 304 3 837 11 26 2 60 3，484 
12月 309 118 92 65 43 92 3 100 819 

50年21 月月 368 162 134 59 40 71 11 44 11 117 995 
475 217 241 48 39 122 3 96 3 121 11 52 11 22 1，433 

3月 578 238 230 83 108 241 7 246 2 125 1，849 

総計 9，541 4，873 2，515 1，619 972 1，943 79 3，118 37 1，681 16 1，854 17 893 8 367 29，379 

表2 年令別入館者数

~15 16~30 31~50 51~64 65~ 総計

49年4月 431 974 1，217 671 470 3，763 
5月 576 557 635 278 207 2，253 
6月 688 648 547 232 90 2，205 
7月 593 750 677 200 108 2，328 

89 月月 788 1，027 561 120 97 2，593 
198 531 432 218 56 1，435 

10 月月 1，889 1，801 1，422 788 322 6，222 
11 1，467 718 831 301 167 3，484 
12月 161 290 264 78 26 819 

50 年21 月月 316 296 249 68 66 995 
465 398 399 125 46 1，433 

3月 448 671 492 156 82 1，849 

総計 8，020 8，661 7，726 3，235 1，737 29，379 

表3 職業別入館者数

農 林
鉱製建 j設業告

卸小売
→ナービス

無 職 総 計
漁 業 公会務社員員

49年4月 28 53 1，539 1，229 2，849 
5月 10 23 723 355 1，111 
6月 2 33 612 331 978 
7月 9 28 770 425 1，232 
8月 4 33 637 357 1，031 
9月 2 19 527 188 736 
10月 22 52 1，887 810 2，771 

11 月月 12 20 814 395 1，241 
12 2 11 314 100 427 
50年1月 2 16 357 155 530 

23 月月 8 9 461 214 692 
4 10 586 216 816 

総 H 105 307 9，227 4，775 14，414 

12 



製造・建設・鉱業
2.2%(307人)

無職

33.1%(4，775人)

卸売・サービス業
公務員

64.0%(9，227人)

第 1図職業別入館者

園坦揖 混理.... 

市 外

33.1% (9，093人)

市内
69.0% (20， 286人)

第 2園地域別入館者

園蝿.... 

昭 和 49年度購入図書

筑前名所図絵(解説付) 11巻成川遺跡

日本の博物館総覧 1 日本史辞典

日本考古学選集1，2， 21， 25 4 新羅史基礎研究

漢唐壁画 1 論集終末期古墳

故宮博物院蔵工芸品選 1 研究史金印

韓国美術全集(全15巻)1， 5， 7 ， 10， 12巻 5 内蒙古長城地帯

筑前国続風土記拾遺 (5巻) 5 奈良朝食生活の研究

長沙馬王堆一号墓上・下 2 古代玉作の研究

中国の地理概況 1 筑前平田窯跡

長沙笠墓鳥画 (8枚入り) 1 奈良朝服飾の研究

惰書 1~6 6 日本考古学の現状と課題

絵馬 1 流水文銅鐸の研究

隼人と大和政権 1 日本考古学古代史論集

古代史発掘「最古の狩人たちJI日石器時代 1 東西交渉の考古学

古代史発掘「装飾古墳と文様」古墳時代 1 中国考古学論叢

古代国東文化の謎(宇佐神道と国東文化) 1 銅鐸(全)

日本古代家畜史の研究 1 奈良市史

和漢三才園会上・下 2 市川市史

朝鮮古蹟調査報告 1 朝鮮鐘

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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日本年号 1 偉大的芸術伝統図録上 1 

1 全上古三代秦漢三国六朝文 5 日本原始古代文化の研究

四国昭 a薦問点増~地M・a喝M崎竜hゐ-‘~電極品川必盟諸.."，錨...... 慌

受 贈交換図書雑誌 (EEZ;住持)
美濃輪台遺跡ー(貝塚)A地点一 市立市川博物館 明治大学文学部研究報告考古学第 1冊

市立旭川郷土博物館研究報告第10号 群馬県岩宿発見の石器文化

市立旭川郷土博物館

昭和48年度市川市立博物館年報 市立市川博物館

市立旭川郷土博物館月報49年9月号 10月号

市立旭川郷土博物館

青森県田子町 石亀遺跡第 2，3次発掘調査概報

平安博物館

邪馬台国時代の島根

島根県八雲立つ風土記の丘資料館

日本の原始美術 神戸市立考古館

展示品図録I 瀬戸内海歴史民俗資料館

奈良国立文化財研究所年報1973年印刷

奈良国立文化財研究所

倉敷考古館研究年報第10号 倉敷考古館

東吹上遺跡、 群馬県立博物館

長崎県立美術博物館年報一昭和48年度一

長崎県立美術博物館

長崎県立美術博物館研究紀要第2号昭和48年度

長崎県立美術博物館

日間金石年史上・下 日田市立博物館

石橋美術館々報1974.AZ.18 石橋美術館

野田 γ リーズVI野聞の板碑 附中世の野田一

大阪市立博物館報74.AZ.13

大阪市立博物館研究紀要第6冊

北九州市立美術館

北九州市立美術館開館記念

中華人民共和国漢唐壁画展

野田市郷土博物館

大阪市立博物館

大阪市立博物館

北九州市立美術館

北九州市立美術館

徳島県下出土のナイフ形石器・細石斧

徳島県博物館

徳島県関係考古学文献目録

徳島県博物館

徳島県博物館紀要第4集 徳島県博物館

原始古代の徳島 徳島県博物館

崎玉県立博物館年報昭和48年度埼玉県立博物館

資料館報.AZ.5 崎玉県立さきたま資料館

北海道所蔵公文書件名目録3
北海道総務部行政資料課

博多駅地区区画整理誌

都市開発局博多駅区画整理部

亀陽文庫のしおり 亀井南冥と一族の小伝

筑紫史論(第2輯)

福岡県の歴史

九州陶磁史関係年表

博多祇園山笠史談

信|尚大空襲
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亀陽文庫

波多野l民三

三島格

Ifl中丸コレクゾョン

落石栄吉

落石栄吉

明治大学文学部研究報告考古学第2冊

神奈川県夏島における縄文文化初頭の貝塚

明治大学文学部研究報告考古学第3冊

長野県上ノ平の尖頭器石器文化

明治大学文学部研究報告考古学第3冊

杉原荘介

杉原荘介

杉原荘介

千葉県天神前における弥生時代中期の墓祉群

杉原荘介

ふるさとの自然と歴史34.35.36.37.38.39.40

歴史と自然をまもる会

福岡郷土文化叢劃1)元造危言 筑紫豊

筑紫本八幡大菩薩愚竜司11 (複写) 筑紫農

歴史手帖1974年12月号 筑紫験

文永の役 700年

アシア的視野にたつ元定史蹟めぐり

福岡県歴史教育者協議会・日朝協会福岡支部・日本

中国友好協会福岡支部・日本ベトナム友好協会福岡

支部

日本塩業の研究第10，11， 12集

浄泉寺遺跡

新建築 1974年10月臨時噌刊

紀伊風土記の丘年報第 l号

日本塩業研究会

東洋開発株式会社

新建築社

和歌山県立紀伊風土記の丘管理事務所

佐谷・脇田山古墳調査報告 福岡県教育委員会

津古内畑遺跡(遺構編)

福岡県小郡市津古所在遺跡の調査第5次

福岡県教育委員会

九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財

調査報告-Nー(本文編)
必y 福岡県教育委員会

調査報告-Nー(図版編)

福岡県教育委員会

九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告-vー
福岡県教育委員会

小郡市三沢所在遺跡群の調査 福|判県教育委員会

大宰府の文化財 九州歴史資料館

九州歴史資料館年報昭和47年度 九州歴史資料館

九州歴史資料館年報昭和48年度 九州歴史資料館

太宰府史跡 昭和48年度発掘調査概報

九州歴史資料館

太宰府史跡 第30.31. 32次発掘調査概報ー
九州歴史資料館

朝倉橋康庭宮跡伝承地第 l次発掘調査報告

九州歴史資料館

九州の古瓦と寺院 九州歴史資料館



福岡市野方中原遺跡調査概報 福附市教育委員会

相原古墳群 福岡市教育委員会

福岡市埋蔵文化財調査報告書宝満尾遺跡第26集

福岡市教育委員会

福岡市埋蔵文化財調査報告書牟多田遺跡第27集

福附市教育委員会

福岡市埋蔵文化財調査報告書第29集

板付周辺遺跡調査報告書(1)

福岡市教育委員会

昭和48年度善導寺什宝調査目録(稿)

福岡市教育委員会

昭和48年度櫛田神社什宝調査目録(稿)

福岡市教育委員会

地産株式会社造成地内遺跡調査概要

草場古墳群斜ヶ浦瓦窯枇

福岡市教育委員会

福岡市史第 4 巻~7 巻 福岡市役所市史編さん室

双書解放教育の実践1.3.4
福岡市教育委員会同和教育課

差別の論理と解放の思想

福岡市教育委員会同和教育課

国宝宮地獄古墳出土品修理報告書 宮地獄神社

朝倉町町史資料第5集医王山南林寺縁起

朝倉町教育委員会

朝倉町町史資料第4集

県営宮野地区農地開発事業地IK遺跡調査報告書(JII) 
朝倉町教育委員会

志免町文化財調査報告集第 1集

七夕池遺跡群発掘調査概報

志免町教育委員会

天神山貝塚 志摩町教育委員会

本川原遺跡 佐賀県教育委員会

久留米市文化財調査報告書第5集

久留米市山本町民家の調査

久留米市教育委員会

久留米市文化財調査報告書第6集

久留米市教育委員会

久留米市文化財調査報告書第7集

久留米市教育委員会

久留米市文化財調査報告書第8集

中限山古境群 久留米市教育委員会

持丸古墳群 甘木市教育委員会

小田集港遺跡 甘木市教育委員会

大野城ll~の文化財く第 6 集新川特集号〉

大野城市教育委員会

山口県下陰市宮原遺跡・上広石遺跡

幸崎古墳・松ヶ迫遺跡

初II!T市与浦遺跡
下関市神田遺跡

山口県教育委員会

山口県教育委員会

山口県教育委員会

山口市吉田岡畠・吉田大浴・下長野遺跡

山口県教育委員会

山口市堂道・五反地遺跡、

山口県教育委員会

山口県埋蔵文化財調査報告第19集

右田・一丁目遺跡，的馬・宮の馬場遺跡，

久米市遺跡

山口県教育委員会

山口県埋蔵文化財調査報告第28集

主要遺跡遺備確認調査Mi.1ヰ取古墳

山口県教育委員会

山口県埋蔵文化財調査報告第29集

坂ノ上遺跡 山口県教育委員会

名古屋市博物館準備年報 名古屋市教育委員会

大原・宮薗遺跡 下倉E村教育委員会
東北新幹線関係遺跡調査報告-1ー

宮城県教育委員会

第24次発掘調査現地説明会資料多賀城跡

宮城県多賀城跡調査研究所

高橋遺跡第5次調査略報 豊田市教育委員会

豊田市埋蔵文化財調査集報第 1集

古墳I 豊田市教育委員会

江津湖苗代津遺跡 熊本県教育委員会

沈目ー熊本県下益城郡城南町沈目遺跡の調査

熊本県教育委員会

熊本県文化財調査報告第11集

古文書等緊急調査報告 阿蘇文書

熊本県教育委員会

長崎県文化財調査報告書第17集

対馬一浅茅湾とその周辺の考古学調査

長崎県文化財調査報告書第18集

黒田原遺跡略報II

四日市市埋蔵文化財調査報告9

長崎県教育委員会

長崎県教育委員会

小杉大谷古窯祉 四日市市教育委員会

九州所在中国・朝鮮の仏教美術遺品展

特別展岡山県の原始・古代

四日市市教育委員会

岡山県立博物館

附山県埋蔵文化財発掘調査報告(3)

中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査1

岡山県教育委員会

宮崎市文化財調査報告書第2集

松添貝塚 宮崎市教育委員会

昭和48年度研究紀要(第2輯) 宮崎県総合博物館

研究資料第6集

離島調査報告書 宮崎県総合博物館

福岡県行橋市竹並所在遺跡の調査

概報(1) 竹並遺跡
竹並遺跡調査会

火君と塚原古墳群展

熊本日日新聞社塚原古墳群を守る会

五戸町中沢西張遺跡 青森県教育委員会

県営浜田地区画場整備事業地内

埋蔵文化財発掘調査概報

須賀川市教育委員会

文化資料館資料目録

古文書の部第 1集 神奈川県立文化資料館

琵琶湖湖岸湖底遺跡分布調査概要I

滋賀県教育委員会

調布市仙川遺跡 東京都教育委員会

東京教育大文学部考古学研究報告JII

長野県森将軍塚古噴

東京教育大文学部
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考古学論叢2 別府大考古学会

埋蔵文化財発掘調査概報1974 京都府教育委員会
尼崎市文化財調査報告第9集

尼崎市文化財調査資料集第2集

尼崎市栗山・圧下川遺跡

尼崎市樹遺跡

尼崎市教育委員会

京都市遺跡地図49年7月1日現在
京都市文化観光局文化財保護課

京都市遺跡地図台帳

京都市文化観光局文化財保護課

欄認園田a暗鬼喫煙沼岡崎間四舞踊醐白血涙醐

京都市埋蔵文化財年次報告1972年
京都市文化観光局文化財保護課

尊勝寺跡発掘調査概報 六勝寺研究会

筏遺跡一縄文後・晩期の埋葬遺跡一

百人委員会

島原市の海中干潟遺跡(図録) 百人委員会

百人委員会重要文化財調査報告第3集

重要遺跡の発見から崩壊までの記録

百人委員会

日本の旅路13(ふるさと物語)北九州

千趣会

院飼

福岡市立歴史資料館条例(雲噌官官官

(設置)

第 1条 福岡市及びその周辺の歴史に関する資料(

以下「資料」という。)の保存と活用を図り，もっ

て市民文化の向上に資するため，福岡市立歴史資

料館(以下「資料館」という。〕を福岡市中央区天

神一丁目に設置する。

(事業)

第 2条 資料館は，次の各号に掲げる事業を行なう。

(1) 資料の収集，整理及び保存に関すること。

(2) 資料を市民に展示し，公開すること。

(3) 資料の専門的調査研究を行なうこと。

(4) 前各号に掲げるもののほか，資料館の設置の

目的達成に必要なこと。

(職員)

第 3条 資料館に館長その他必要な職員を置く。

(観覧料〕

第4条 資料館に展示した資料の観覧料は，徴収し

ない。

2 前項の規定にかかわらず，資料館に特別の展示

をしたときは，教育委員会は，その実費相当額の

範囲内において観覧料を徴収することができる。

(入館の制限)

第5条 教育委員会は，次のいすeれかに該当する者

に対し入館を拒み，又は退去を命ずることができ

る。

(1) 資料館の管理上必要な指示又は指導に従わな

いもの

(2) 資料館の管理上支障があると認められるもの

(資料の貸出し)

第B条 教育，学術若しくは文化に関する機関若し

16 

くは団体又は学術研究のために特に資料を利用し

ようとする者は，教育委員会の許可を受けて資料

の貸出しを受けることができる。

2 前項の貸出しは，資料の保管について安全が確

保できると認められる場合に限り行なうものとす

る。

(損害賠償〕

第7条 資料の観覧者又は貸出しを受けた者がその

責に帰すべき理由により資料館の建物若しくは施

設又は資料を破損し，滅失し，又は汚損して本市

に損害を与えたときは，これらを原状に復し，又

はその損害を賠償しなければならなL、。

(協議会)

第8条 資料館に福岡市立歴史資料館協議会(以下

「協議会」という。〉を置く。

2 協議会は，資料館の運営に関し館長の諮問に応

ずるとともに，館長に意見を述べるものとする。

3 協議会の委員の定数は.20人以内とし，次の各

号に掲げる者のうちから教育委員会が任命する。

(1) 学校教育及び社会教育の関係者

(2) 学識経験者

4 前項の委員の任期は 2年とする。ただし，補

欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

5 委員は，再任されることができる。

(委任〕

第g条 この条例に定めるもののほか，資料館の管

理に関し，.16'、要な事項は，教育委員会規則で定める。

附則

この条例は，昭和47年11月16日から施行する。



福岡市立歴史資料館条例施行規則

(ZZJAZZRfdLi) 
(趣旨)

第 1条 この規則は，福岡市立歴史資料館条例(昭

和47年福岡市条例第74号。以下「条例」とLヴ。)

の施行に関し，~，、要な事項を定めるものとする。

(組織)

第 2条 福岡市立歴史資料館(以下「資料館」とい

う。〕の事務を行なうため，資料館に管埋係を置く。

(職員)

第 3条 資料館に舘長，係長，吏員その他の職員を

置く。

2 館長及び係長は吏員のうちから命ずる。

3 館長及び係長は，上司の命を受けて資料館又は

係の事務を掌理し，所属職員を指揮監督する。

4 吏員その他の職員は，上司の命を受けて分担す

る事務を処理する。

(職務権限の代行)

第4条 館長に事故がある場合又は館長が欠けた場

合において，特に事務取扱者を命じないときは，

係長がその係に属する事務について館長の職務権

限を代行して行なう。ただし，重要又は異例な事

務については，社会教育部長の指揮を受けなけれ

ばならなし、。

2 前項の規定により館長の職務権限を代理して行

なう者がないときは，社会教育部長が行なう。

(開館時間)

第5条 資料館の開館時聞は，午前9時から午後5

時までとする。ただし，教育長は，必要があると

認める場合には，これを変更することができる。

(休館日)

第B条 資料館の休館日は，次のとおりとする。た

だし，教育長は必要と認める場合には，これを変

更し，又は臨時に休館することができる。

(1) 毎週月曜日

(2) 12月28日から翌年 1月3日まで

(入館者の心得〉

第7条 資料館に入館する者は，次の事項を守らな

ければならなL、。

(1) 所定の場所以外の場所で、飲食し，喫煙し又は

火気を使用しないこと。

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為をし

なl'こと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。

(4) 職員が行なう管理上必要な指示又は指導に従

うこと。

(貸出)

第B条 条例第6条第 1項の規定による資料の貸出

しを受けようとする者は，福岡市立歴史資料館資

料貸出許可申請書(様式第 1号〕を教育長に提出

しなければならなL、。

2 条例第6条第 l項の規定による資料の貸出の許

可は，資料貸出許可書(様式第2号)を交付して行

なう。

(寄贈等〕

第9条 資料館に資料を寄贈し又は寄託しようとす

る者は，教育委員会に申し出なければならない。

2 寄託を受けた資料の貸出しは，寄託者の承諾を

得て行なうものとする。

(委任)

第10条 この規則の施行に関し必要な事項は，教育

長が定める。

附則

この規則は，公布の日から施行する。
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O 施 設 と 規 模

地階平面図
一階 ① ドライエリア

@事務室

③館長室

④表玄関

⑤階段室

⑥展示室ー 1

⑦ 展示室 2 

⑧警備員室

⑨裏玄関

⑩通 路

⑪便 所

⑫倉 庫

⑬車 庫

一階平面図

地階 ① ドライエリア

②機械室

③恒温恒湿空調室

④湯沸室

⑤浴 室

⑥階段室ホール

⑦機械室

⑧収蔵庫
11==三三ヨ「止士寸 l @ 

⑨ 

⑬暗 室

⑪消毒室

⑫写 場

⑬空調室

⑭作業室

⑮ ドライエリア 11n l「て 11 @ 
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O 面 積 表

本 館

二階平面図 室 名 床面積

-地 階 218.8nl 

機 械 室 31.5 

収 蔵 庫 18.0 

収 蔵 庫 18.7 

階段室ホール 32.5 

作 業 室 78.3 

暗室・消毒室 22.5 

浴室，脱衣，湯沸，通路，物置 17.3 

e 1 階 212.9nl 

@ D 事 務 室 31.5 

館 長 室 18.0 

玄 関 18.7 

階 段 室 32.5 

裏 玄 関 6.8 

回
展 刀Z 室 1 78.3 

展 刀Z 室 2 15.7 

警備員室 11.4 
二階 @@階段窒 @展示室3 @@展展示示室室4 @@展資示料室室5 スライドスクリーン 示室6 e2 階 171.6nl 

展 刀t 室 3 31. 7 
三階平面図 v::..ー士、ミ

展 刀t 室 4 19.2 

展 刀t 室 5 19.5 

展 刀言 室 6 67.9 

三階 @展望室
階 段 室 33.3 

e3 階 25.5nl 

展 望 室 16.5 

階 段 室 9.0 

付 属 aZ司E 

e1 階 26.1 nl 

倉 庫 11.6 

使 所 14.5 

e2 階 16.6nl 

資 f'f 室 16.6 
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機構と職員の構成

( 1 )機 構 (2 )職員構成

教育委員会一教育委員会事務局一社会教育部ー(主幹)
(教育次長

歴史資料館

諮問機関 | 
歴史資料館協議会05名)一一一一」
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長館

館員名簿

職 名 氏 名 摘 要

館 長 三島 格 技術職員(文化財専門職)

管理係長 石橋 博 事務職員

事務主任 楢崎邦彦 事務職員(経理庶務担当)

学芸主任 下僚信行 技術職員{¥文化財当専門職古一学f)
芸担 く考学

50. 3. 31付けで退任し， 4. 1付け九州大学文
学部史学科(考古学講座)助手に就任

事務補助員 藤村早智子 臨時職員

学芸補助員 長村慶子 臨時職員

警備員(昼間) 村上 業務委託会社出向職員

機運転保械守技設術備員 西村 功 λy 

1ι え 付 員 川上富美子 p 

1くt 付 員 古賀幸子 が

警備員(夜間) 高吉政等 1/ 

警備員(夜間) 高柳晴ー 庁

清 掃 員 畠添敏子 ノア
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(
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年
度
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行
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立
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料
館

印
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M
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チ
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無料

月曜

12月 28 日 ~31 日

1 月 1 日 ~ 3 日

午前 9 時~ 5 時〈入館 4 時30分〉

福岡市中央区天神1丁目15番30号

T E L 741-5488 

-入場料

・休館日

-開館時間

・場 所


